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つ為，植え込み電極による慢性犬を作成して使用した。電極には直径 250μ の vinyl coating stainless 
wire 2 本或いは 3 本を互いに絶縁接着せしめ，其の先端部のみ露出して用いた。電気刺激は総て単極









経験的に 2 sec. 間と仮に定め，他の要素について発作波誘発の至適数値を求め，最後にこれらの数値
を一定とし，通電時間を変数として検討した口
1 .陽極刺激，通電時間 2 sec. の場合。
パルス巾 5， 1, 0.1 msec. に対応する至適刺激頻度は夫々 70.-， 100， 100.-,150, 100 cfs であるが，
0.1 msec. 100 cfs の関値電圧は前 2 者よりも高い白 又刺激頻度 70， 100, 200 cfs に対応する至適パルス
巾は夫々 5， 2.-,3, 1.-,2 msec. である。
2. 陰極刺激，通電時間 2 sec. の場合。
パルス巾 5， 1, 0.1 msec. に対応する至適刺激頻度は夫々 70.-， 140， 70.-,300, 100.-,500 c/s である。又，
刺激頻度 70， 100, 200 cfs に対応する至適パノレス巾は夫々 2.-， 10， 1--7, 0.5--3 msec. である。
3. C刺激頻度J x Cパルス巾 J (F. Dfactor と仮称する)を一定にした場合。
陽極刺激においては 100 c/s 前後の刺激頻度に関値電圧の最低部分があり，パルス巾の影響を受け
る乙とは少ない。陰極刺激においては 70.-， 150 cfs の刺激頻度に闘値電圧の最低部分が認められ，若
干パルス巾の影響を受ける。






曲面が想定され，その最低電圧部位は，陽極刺激においては頻度 100 cfs. パルス巾 2 msec，文陰極刺
激においては頻度 70--150 cfs. パノレス巾 1--lOmsec. の範囲に存在すると考えられる口
発作波誘発にはパルス巾よりも刺激頻度の方がより重要な因子である。
発作波誘発の闘値は陰極刺激の方が陽極刺激よりも常に低いD










1 .関値電圧，刺激頻度，パノレス巾を 3 軸とする立体座標において発作波誘発の関値曲面が想定さ
れ，その最低電圧部位は，陽極刺激においては頻度 100 c/s パルス巾 2 msec.，又陰極刺激においては
頻度 70，.._， 150 c/s ノマノレス巾 1 ，.._，1O msec. の範囲に存在すると考えられる D
2. 発作波誘発にはパルス巾よりも刺激頻度の方がより重要な因子である。
3. 発作波誘発の関値は陰極刺激の方が陽極刺激よりも常に低い。
4. 陽極刺激の場合通電時間 2，.._，3 sec. のとき闘値電圧は最も低い。
陰極刺激では通電時間 2 ，.._，10 sec. の範囲では闘値電圧は一定している。
以上大脳皮質運動領の被刺激性を限定することができたことは，電気刺激による皮質焦点性発作波
を対象としたてんかんの研究に寄与する所が大きいと考えられる。
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